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発掘した埋蔵文化財を現地公開しました 
～岩泉町の「小成Ⅱ遺跡」で発掘調査説明会を実施～ 

▲三陸国道事務所 調査第一課長が 
三陸沿岸道路の工事概要を説明。 

 このたび発掘調査を進めていました三陸沿岸道路建設予定地内にある「小成Ⅱ遺跡」に
おいて、調査が終了間近になったことから、平成２５年９月７日（土）に公益財団法人 岩
手県文化振興事業団 埋蔵文化財センターと共同で発掘調査説明会を開催しました。 
 遺跡からは縄文時代中期後半の竪穴式住居跡や土器類などが出土し、発掘調査終了後、
三陸沿岸道路の早期開通に向け、本格的に道路工事に移行することから、遺跡を現地で見
られる最後の機会ということで地元住民の方々など約６０名が参加しました。 
  

▲地元住民の方々が興味深そうに 
説明に耳を傾けていました。 

▲出土した磨石や石斧などを公開
しました。 

▲道路工事着手前に必要な埋蔵文化財調査についても、
岩手県教育委員会や埋蔵文化財センターのご協力により
急ピッチで進められています。 
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